
 

第 98 回京都内分泌同好会プログラム 

 

日時：令和2年2月29 日（土） 15：00～18：00 
 

会場：京都タワーホテル ９F「八閣の間」 
      京都市下京区烏丸通七条下ル（JR京都駅正面） 

      TEL：075-361-3212 

  

 
 

 

 会  費  １，０００円 

 

 発表時間  １０分（発表6 分・討論4 分）             

 

※ご発表いただきます先生方へのお願い 
１、ＰＣ持ち込みまたはＵＳＢメモリにてデータをご持参ください。 

        ２、会場にはWindows（PowerPoint2010）のPCのみご用意しております。 

        ３、当日は14 時30 分よりスライド受付を開始いたします。 

          スムーズな進行の為、早めの受付をお願いいたします。 

 

 

(社)日本内分泌学会 内分泌代謝科専門医更新単位として 

２単位を取得しています。 

 

 

当番幹事：倉敷中央病院          内分泌代謝･リウマチ内科     村部 浩之   

京都大学大学院医学研究科  糖尿病・内分泌・栄養内科学  田浦 大輔 

事務局： 京都大学大学院医学研究科    糖尿病・内分泌・栄養内科学  曽根 正勝 

 

  京都内分泌同好会 

  第一三共株式会社 
共催    



第 98 回京都内分泌同好会プログラム 

 

 

 

〔開会挨拶〕   

京都大学大学院医学研究科  糖尿病・内分泌・栄養内科学  田浦 大輔  

 

 
 

 

〔一般演題Ⅰ〕 15:00～15:30            

座長：倉敷中央病院 内分泌代謝･リウマチ内科 村部 浩之  
 

①「先端巨大症治療後の頭蓋骨の変化についての検討」（15:00－15:10） 

京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学 

伯田琢郎、山内一郎、山下貴史、植田洋平、藤井寿人、田浦大輔、曽根正勝、稲垣暢也 

 

②「肺腺癌の経過中に多尿を呈した一例」（15:10－15:20） 

大阪赤十字病院  糖尿病・内分泌内科  

 北村拓也、和田 直樹、上羽 瑶子、湯川 弘、金井有吾、森 栄作、米光 新、武呂 誠司 

 

③「低Na 血症の補正中に尿崩症と高浸透圧性脱髄症候群をきたした症例」（15:20－15:30） 

大阪府済生会中津病院 糖尿病内分泌内科  

橘祐希、田中早津紀、西浦綾乃、山本果奈、高瀬真吾、満田佳名子、吉田有希子、前田康司、新谷光世 

 

 

 

 

〔一般演題Ⅱ〕 15:30～16:00 

                             座長：大阪赤十字病院 糖尿病・内分泌内科 武呂 誠司 

 

④「発症初期からの経過が辿れた中枢性副腎皮質機能低下症」(15:30-15:40) 

京都医療センター 内分泌・代謝内科1)、京都医療センター 臨床研究センター2)   

河合龍馬1)、兼子大輝1)、石原裕己1)2)、廣嶋佳歩1)、難波多挙1)2)、立木美香1)、日下部徹2) 

 

⑤「後大脳動脈領域の脳萎縮による先天性弱視を伴った下垂体機能障害の一例」（15:40－15:50） 

京都市立病院 内分泌内科 

小松 弥郷、小嶋 勝利 

   

⑥「下垂体機能低下症を来したサルコイドーシスの1例」（15:50－16:00） 

静岡県立総合病院 1糖尿病・内分泌センター、2リサーチサポートセンター、 

田中宏明1、姜 知佳 1、三神瑞樹1、早房 良 1、山田賀奈子1、畠山 寛 1、齋藤洸平1,2、 

小杉理英子1、米本崇子1,2、小川達雄1、小谷仁人1、田村尚久1,2、臼井 健 2、井上達秀1 

 

 

 

 

 

 



 

〔一般演題Ⅲ〕 16:00～16:40 

       座長： 京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学 田浦 大輔 
                  

 

⑦「診断から長期経過して治療を行った褐色細胞腫多発転移の1例」（16:00－16:10） 

神戸市立医療センター中央市民病院 糖尿病内分泌内科 

藤本寛太、大久保万理江、籏谷雄二、岩倉敏夫、松岡直樹 

 

⑧「当院で経験したMIBGシンチグラフィ陰性の褐色細胞腫・パラガングリオーマ6例の検討」（16:10－16:20） 

1)倉敷中央病院 内分泌代謝・リウマチ内科  2)京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学 

井上 祥花 1)，井上 愛子 1)，伊藤 慶彦 1)，浜松 圭太 2)，岡﨑 恭子 1)，西澤 衡 1）， 

村部 浩之 1)，横田 敏彦 1) 

 

⑨「局在診断に111In-ペンテトレオチドによるソマトスタチン受容体シンチグラフィが 

有用であった腫瘍性骨軟化症の1例」（16:20－16:30） 

兵庫県立尼崎総合医療センター 糖尿病・内分泌内科 

原田貴成 本村悠馬 井上朋也 辻村英二 井出陽子 下田平眞生子 沼眞喜子 北野則和 中村嘉夫 

 

⑩「偽性副甲状腺機能低下症1b 型の双生児症例 」（16:30－16:40） 

  北野病院 糖尿病内分泌内科 

境内大和、岩崎順博、瀬野陽平、吉治智志、岩崎可南子、本庶祥子、濵崎暁洋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休  憩 （16:40～16:50） 

 



 

〔特別講演〕 16:50～17:50 

 

座長：京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学  曽根 正勝 
 

『 骨系統疾患の新潮流 』 

         大阪大学大学院医学系研究科 小児科学 

               教授 大薗 恵一 先生 

 

 
〔閉会挨拶〕                   京都大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・栄養内科学 曽根 正勝 

 

 

 

 

 

 

＊会終了後、意見交換会を予定しております。 

＊当日はご出席いただいた確認のため、ご施設名・ご芳名のご記帳をお願い申し上げます。ご記帳いただいたご施設名・ご芳名は、医薬品の 

適正使用情報および医学・薬学に関する情報提供のために利用させていただきます。何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 


